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シクラメンの不定歴からの植物体再生
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本県の主要鉢花であるツクラメンは種子により繁殖が

行われているが 自 殖弱勢が著しいため遺伝的に推種性

が強く そ のために形質のばらつきが大きいので 市 場

で問題となっている。一方,Ft品 種も発売されている

が 前 述の理由で親が完全に回定されておらず 種 子が

高価であるという欠点がある。それゆえ 優 良な,本 と

同じ形質を持つ首の大量増殖に 組 織培Ft技術の利用が

試みられてきた。その中でも,不 定座を用いた増産法は

増殖率が良く正常個体を得やすいため 注 目を無めてい

る。ンクラメンの不定胚誘導と値物体再生に関する報告

は 妻 身うと根"の 18構を用いたものがあるが 本 県で

の技術の確立と効率を高めることを目的として試験を行

った。

無菌活種した品檀 シ ルビア の 1年生l■の芸身,葉

柄および根を供試した。7000エタタールに3014問 有 効

塩素 5%の 次亜境素酸ナトリウム溶波 (アンチホルミン)

に5分 間浸し、政菌本で3回水沈してから実身は6o愉 ト

窯輌は6 oo長,根 は5 mm長に切った。アンチネルミン

処理は カ ルスの形態を変えて,不 定胚形成権のある

ombryogoni。 なカルスの誘導を目的に行った。そして

24D10に /2 BA0 1嘔 ′フを含むMS培 地 (ツこラ

ンガムo2%,pH5 6)を 基本培地としてショ糖を 3

5! 7. 9お よび11%加 えた培地に組織片を置床した。

25で,暗 黒下で40日間培養後. カルス形成を調査した。

棄身のショ楢 5,11% 葉 相のショ楢9 11%お よび根

のショ糟11%区 で,37か ら26700の 組織片からカルス

形成が見られ そ の他の試験区ではカルス形成は見られ

なかった。棄身と受1巧からのカルスは頂く frね bleな

カルス(さわるとすぐくすれる粒状のカルス)は 恨から

のカルスだけだった。そのままの岩地でさらに3カ 月お

いた後 根 のカルスすべて (3片 )か ら不定匹が分イヒし

(第 1図 )あ わせて41個となった。

次に, カルス形成率を高めるため, =夕 ′―ル処理は

行わす ア ンチネルミン濃度を1/5の有■lJ塩采 1%に 下

げて0か ら15分問処理をし 水 洸した。受身は6吼成角

草柄と被は3 mm長に切り 基 本培地にショ精5～ 11%を

加えた培地に巴床し 者 養した.40日 後のカルス形成率

は 第 1表および第 2表 のとおりであった。friableな

カルスを形成したのは 根 のアンチホルミン無処14の 3

区と5分問処理のショ糟濃度 5%区 だけだった。形成し

たカルスの一部を取リ カ ルス形成時と同じショ猪濃度

であるホルモンフリー培地に置床した。30日後に不定匹

形成数を調査すると,根 のfriableな カルスのうち297

%か ら不定睡が形成されていた。

したがって 根 の組織をff料としてアンチネルミン処

理は行わす 11%と ショ楢濃度が高い培地て ,habloな

カルスを形成させ,そ の後ホルモンフリー培地に置床す

れば そ 養開始からFO日で不定胚が得られることがわか

った。また, 5お よび10分間のアンチホルミン処理はカ

ルス形成を抑制したが 15分 問処理すると尭身および婁

術のカルス形成率か高まった。しかし, friableな カル

スは形成されなかった。
一方.形 成された。mbryogo■ icなカルスはショ暗濃

度 5%の 基本培地で維持 増 殖できた。

高i半の試験で形成した不定旺41個を, ン ,措濃度 3%

のネルモンフリー培地に置床した。移植30日目に茅と根

の両方が柿長したのは13個 (317%)だ った。これをショ

糖濃度 3%で ホルモンフリーの1/3MSキ 地に置床する

と, 4株 (308%)力 正`常な生育を示した。後半の試験

で形成した不定匹236個を,同 様のネルモンフリー培地

に移植すると 30日 目に芽と根の両方が仲長したのは44

個 〈185%)だ った (第 2表 )。これを1/3MS培 地に置

床するとす21抹 (477%)か す正常な生育を示した。
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今回記述した以外にも同様の条件で培養を行ったが

時により方ルス形成率やカルスの形態にかなりの違いが

あった。材料に用いた株の違いがひとつの原因と考えち
れるが 再 現位のある培養条件を見つける必要がある。
また 根 だけでなく業身や葉柄の組織かちも不定極を形

成させて効率を高めたぃ。さらにす不定ほからの植物体
再生率を高め 再 生した植物体の均一生の検討も行う必

要がある。
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第 1表  ァ ツチホルミン処理とショ指濃度が葉身と婁柄
のカルス形成に及ぼす影響
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第 2表  ア ンチホルミン処理とショ措濃度が眼のカルス形成に及ぼす影響およびカルスからの不定極形成
】
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1カ ルス形成培地はMS)24D10〔 /″ BA0 1rng/″

不定81発チ発根培地は1,3MS シ ョ猶 3%

ショ措 5～ 11%!不 定歴形成培地はMS シ ョ橋5～11%

カルス形成は留床4o日後,不 定極形成は移植30B後!発 芽発根はさうに30日後調査ど十～十■■ :小～大 ― ,形成せず


